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既存のコンピュータチェックルールの
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支払基金ホームページでは、みなさまのお役に立つ情報を掲載しています。ぜひご活用ください。
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利用される方に合わせて、各種ペー
ジをピックアップしていきます。

利用が多いコンテンツへのショー
トカットを配置しています。

「お知らせ」と「プレスリリース」を切
り替えて表示させることができます。
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利用される方が「知りたいこと」
を内容から探す入口です。

支払基金

支払基金ホームページをご活用ください



バラ（茨城県）

奈良時代初期に編纂された常陸国風
土記に茨（うばら）についての記載
があるなど茨城県と県花バラの関係
は深く、県章や県旗もバラの花をか
たどったものとなっています。バラ
の開花期は種類によって異なり、春
にのみ咲く一季咲きのほか、春から
秋にかけて開花する四季咲きがあり
ます。
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基本理念
私たちの使命

私たちは、国民の皆様に信頼
される専門機関として、
診療報酬の「適正な審査」と
「迅速な支払」を通じ、
国民の皆様にとって大切な医
療保険制度を支えます。

今月の表紙
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審査委員長に伺いました。

世界に誇る医療保険制度
これからも維持していく
高知県社会保険診療報酬請求書審査委員会 審査委員長　三宅　晋

2

公費負担医療制度のしくみ　連載10回

原子爆弾被爆者に対する医療
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オンライン資格確認等システム
本格運用の開始
　　特定健診等情報及び薬剤情報を閲覧できます
　　電子レセプトの「振替・分割」を開始します
　  　  INTERVIEW  医療情報の提供・分析で社会に貢献する
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支払基金の人事異動
インフォメーション
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支払基金改革

レセプト振替機能で保険者や
医療機関等の業務軽減を

ただ今奮闘中
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特定健康診査等の実施状況結果報告に
関するご案内



オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

本
格
開
始
延
期
の
中
で

　

支
払
基
金
で
は
令
和
３
年
３
月
か
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
本
格
運
用
に

向
け
て
準
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同

時
期
か
ら
実
施
し
た
プ
レ
運
用
の
結
果
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
基
礎
と
な
る

デ
ー
タ
の
正
確
性
に
若
干
の
不
備
が
判

明
し
た
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
開
始
時
期
が
延
期
と
な
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と

し
て
使
用
す
る
に
は
、
健
康
保
険
組
合

な
ど
の
保
険
者
が
加
入
者
の
被
保
険
者

番
号
や
資
格
情
報
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

紐
付
け
た
上
で
「
医
療
保
険
者
等
向
け

中
間
サ
ー
バ
ー
」
に
登
録
し
ま
す
。

　

今
年
３
月
時
点
に
お
い
て
医
療
保
険

者
等
向
け
中
間
サ
ー
バ
ー
内
の
デ
ー
タ

の
正
確
性
に
問
題
が
あ
っ
た
た
め
、
保

険
者
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
登
録
す
る
際

に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
状
況
を
確
認

す
る
機
能
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
誤
入
力

チ
ェ
ッ
ク
）
を
短
期
間
で
導
入
・
改
良

し
、
保
険
者
か
ら
の
協
力
も
あ
り
、

デ
ー
タ
の
修
正
作
業
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
７
月

９
日
に
開
催
し
た
説
明
会
に
お
け
る
集

中
導
入
開
始
宣
言
に
よ
り
、
制
度
を
運

用
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
の
デ
ー
タ
の

正
確
性
は
担
保
さ
れ
て
お
り
、
安
心
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
導
入
・
ご

利
用
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
状
態
と
な

り
ま
し
た
。

集
中
導
入
開
始
宣
言
下

に
お
け
る
取
組

　

集
中
導
入
開
始
宣
言
を
受
け
、
デ
ー

タ
の
正
確
性
は
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
医
療
機
関
・
薬

局
が
運
用
参
加
す
る
上
で
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
る
取
組
を
実
施
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
準
備
作
業
が
完
了
し
た
医
療

機
関
・
薬
局
で
は
、
医
療
機
関
等
向
け

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
運
用
開
始
日
を
登
録
す
る
だ
け
で

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
運
用
を
開
始

で
き
る
よ
う
改
善
し
て
い
ま
す
。

　

運
用
に
参
加
し
た
医
療
機
関
・
薬
局

か
ら
は
、「
薬
剤
情
報
や
特
定
健
診
等
の

情
報
が
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は

非
常
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
。」、「
こ
れ
ま

で
１
人
当
た
り
30
秒
ほ
ど
か
か
っ
て
い

た
保
険
資
格
の
確
認
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
済
む
よ
う
に
な
っ
た
。」
と
い
っ
た
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

導
入
に
よ
り
で
き
る
こ
と

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
た
場
合
、
医
療
現
場
に
は
ど

の
よ
う
な
変
化
が
訪
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

仕
組
み
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
述
べ
ま

す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導
入
に

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

本
格
運
用
の
開
始

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ

ま
た
は
現
在
の
健
康
保
険
証
の
記
号
・
番
号
を
利
用
し
、

医
療
機
関
・
薬
局
の
窓
口
で
患
者
の
保
険
資
格
情
報
等
を
確
認
す
る
仕
組
み
で
す
。

今
月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集
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よ
り
、
薬
剤
情
報
の
ほ
か
、
過
去
の
健

診
結
果
情
報
が
閲
覧
可
能
に
な
り
ま
す
。

患
者
本
人
が
同
意
す
れ
ば
、
そ
の
情
報

を
医
療
機
関
で
医
師
を
は
じ
め
と
し
た

有
資
格
者
が
閲
覧
し
、
治
療
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
転
職
な
ど
で
加
入

す
る
保
険
が
変
わ
り
、
治
療
の
履
歴
が

追
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
患
者
の
負
担
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
か
り
つ
け
の

医
療
機
関
が
被
災
し
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
別
の
医
療
機
関
に
お
い
て
そ
れ
ま

で
処
方
さ
れ
て
い
た
薬
剤
を
処
方
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

　

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
リ
リ
ー
ス
に

よ
り
審
査
支
払
機
関
へ
の
レ
セ
プ
ト
提

出
後
に
お
い
て
も
保
険
者
振
替
が
可
能

と
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
患
者
か
ら
み
た
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
限
度
額
適
用
認
定

証
は
患
者
が
保
険
者
へ
必
要
と
な
っ
た

際
に
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
導
入
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
等
シ
ス
テ
ム
か
ら
限
度
額
情
報
を

取
得
で
き
、
患
者
は
限
度
額
以
上
の
医

療
費
を
窓
口
で
支
払
う
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

品
質
向
上
へ
の
取
組　

～
プ
レ
運
用
に
お
い
て

発
生
し
た
事
象
解
消
へ
～

　

支
払
基
金
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
、

医
療
機
関
・
薬
局
に
お
け
る
設
定
時
の

ト
ラ
ブ
ル
の
解
消
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

３
月
か
ら
開
始
し
た
プ
レ
運
用
下
に

お
い
て
発
生
し
た
事
象
の
一
例
で
は
、

医
療
機
関
が
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
導
入
し
た
も
の
の
、
顔
認
証
時

に
資
格
確
認
端
末
へ
の
負
荷
が
か
か
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
際
に
性
能
低

下
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
ベ

ン
ダ
ー
に
お
け
る
迅
速
な
事
象
解
析
、

そ
し
て
今
回
新
た
に
仕
組
み
を
構
築
し

た
閉
域
網
に
お
け
る
パ
ッ
チ
配
信
に
よ

り
、
早
期
に
事
象
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
支
払
基
金
と
開
発
各
ベ
ン

ダ
ー
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
業
者
間

の
垣
根
を
越
え
て
品
質
改
善
の
た
め
に

医
療
機
関
・
薬
局
で
発
生
し
た
事
例
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
い
て

機
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う
際
、
資

●審査支払機関でのレセプトの資格情報の確認、保険者へのレセプト送付まで

支払基金・国保中央会

加入者（患者）

医療保険者等
③システム登録

保険医療機関・薬局

医療保険者等向け中間サーバーオンライン資格確認等システム

マイナンバー

電子証明書

審査支払機関
（支払基金・国保連合会）

⑥提示 ②交付

①
提
出

⑦
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
照
会 ⑧患者の資格情報を入手

⑪保険者確認後のレセプトを送付

⑨レセプト送付

被保険者の資格履歴を個人単位で
一元的に管理

⑩

④

統合専用端末等

※マイナンバーと１対１で対応した符号

⑤初回紐付け
（１度きり） マイナンバーカード

保険証

ピッ

紐づけ番号 機関別符号（※）

個人単位被保険者番号

個人単位被保番

個人単位被保番

個人単位被保番

個人単位被保番
個人単位被保番

個人単位被保番

資格情報

資格情報

資格情報

資格情報

紐づけ番号

個人単位被保番

資格情報

マイナンバー

電子証明書

電子証明書

保険者等は、資格取得時や資格喪
失時など、加入者の情報が更新さ
れる都度、システム登録（加入者
情報の更新）を行う

審査支払機関は、医療機関等から
送付されたレセプトについて、保
険者への請求前にシステムを利
用した資格確認作業を実施

資格情報には、氏名、生年月日、性別、保険者名、
資格取得・喪失日、負担割合 等が収録されている

対象
範囲
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後
期
高
齢
者
健
診
と
は
、
生
活
習
慣

病
に
加
え
て
加
齢
に
伴
う
心
身
の
衰
え

（
フ
レ
イ
ル
）
に
着
目
し
た
、
75
歳
以
上

の
加
入
者
に
実
施
さ
れ
る
健
康
診
査
で

す
。

　

特
定
健
診
等
情
報
は
、
こ
れ
ら
特
定

健
診
と
後
期
高
齢
者
健
診
の
令
和
２
年

度
実
施
分
以
降
の
結
果
で
す
。

薬
剤
情
報

　

医
療
機
関
・
薬
局
か
ら
毎
月
請
求
さ

れ
る
医
科
・
歯
科
・
調
剤
・
D
P
C
レ

セ
プ
ト
（
電
子
レ
セ
プ
ト
）
か
ら
抽
出

し
た
令
和
３
年
９
月
診
療
分
以
降
の
薬

剤
の
情
報
で
す
。

特
定
健
診
等
情
報
・

薬
剤
情
報
の
活
用
例

　

既
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
る
医
師
・
薬
剤
師
の

先
生
か
ら
、
実
用
例
や
活
用
の
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
紹
介

し
ま
す
。
今
後
、
導
入
を
検
討
さ
れ
て

い
る
方
々
へ
の
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

格
情
報
が
格
納
さ
れ
た
本
番
の
環
境
に

接
続
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
機
器
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
時
に

ど
の
よ
う
な
情
報
が
有
用
か
を
知
る
た

め
、
資
格
確
認
端
末
の
実
機
を
用
い
た

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
再
度
支
払
基
金
に
お

い
て
実
施
、
現
状
の
医
療
機
関
等
向
け

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
手
順
書
で
利
用
者
に
不

足
す
る
情
報
が
な
い
か
を
検
証
し
ま
し

た
。
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
手
順
書
を
最
初
か

ら
見
直
す
ほ
か
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

　

令
和
3
年
10
月
よ
り
患
者
が
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
参
し
同
意
が
得
ら

れ
た
場
合
、
医
療
機
関
・
薬
局
で
特
定

健
診
等
情
報
（
図
１
）
及
び
薬
剤
情
報

（
図
２
）
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
科
医
療
機
関
で
の
活
用

　

こ
れ
ま
で
は
過
去
の
健
診
結
果
を
確

認
し
た
い
場
合
、
患
者
に
健
康
診
断
結

果
表
な
ど
を
持
参
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

し
た
。
特
定
健
診
等
情
報
を
利
用
す
れ

ば
過
去
の
健
診
結
果
を
オ
ン
ラ
イ
ン
確

認
で
き
る
の
で
、
現
在
と
過
去
の
数
値

を
比
較
し
、
慢
性
的
な
症
状
か
急
性
的

な
症
状
か
の
判
断
材
料
の
ひ
と
つ
と
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

歯
科
医
療
機
関
で
の
活
用

　

平
成
30
年
度
よ
り
特
定
健
診
の
「
標

準
的
な
質
問
票
」
の
項
目
に
、
咀
嚼
に

関
す
る
質
問
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
歯

科
保
健
指
導
時
な
ど
、
患
者
と
特
定
健

診
等
情
報
や
薬
剤
情
報
を
閲
覧
し
な
が

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
ツ
ー

ル
と
し
て
の
利
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

確
認
シ
ス
テ
ム
へ
の
接
続
の
省
力
化
も

実
施
し
ま
し
た
。
支
払
基
金
で
は
、
こ

の
よ
う
に
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
け
る

機
器
の
設
置
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
を
見
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
へ
の
問
い
合
わ
せ
内
容
や
シ
ス

テ
ム
の
利
用
状
況
を
集
約
し
、
医
療
機

関
・
薬
局
へ
の
聞
き
取
り
を
重
ね
て
い

ま
す
。
本
格
運
用
後
も
、
可
能
な
限
り

利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
声

を
シ
ス
テ
ム
に
反
映
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特
定
健
診
情
報
・

後
期
高
齢
者
健
診
情
報

　

特
定
健
診
と
は
、
生
活
習
慣
病
（
糖

尿
病
等
）
の
予
防
や
早
期
発
見
・
改
善

を
目
的
に
医
療
保
険
者
が
40
歳
か
ら
74

歳
ま
で
の
加
入
者
に
対
し
て
実
施
す
る

健
康
診
査
で
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
す
る
こ
と
で

特
定
健
診
等
情
報
及
び

薬
剤
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す
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※お使いの電子カルテ等システムによっては、PDF以外での閲覧も可能です。

●特定健診等情報（サンプル）（図1）

受診時の問診・医師の所見が
確認できます。

過去のメタボリックシンドローム判定や
保健指導レベルが確認できます。

最大５回分の健診結果が
経年で確認できます。

受診者の質問票内容が
確認できます。

健診時の既往歴等が
確認できます。

月刊基金 October 20215
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他院
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他院

他院

他院

他院

他院

他院

他院

薬
局
で
の
活
用

　

現
在
、
患
者
が
服
用
し
て
い
る
薬
剤

は
お
く
す
り
手
帳
で
確
認
し
て
い
ま
す

が
、
患
者
が
持
参
し
な
い
等
に
よ
り
情

報
が
不
足
し
て
し
ま
う
時
が
あ
り
ま
す
。

薬
剤
情
報
が
あ
れ
ば
、
よ
り
正
確
な
情

報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
他
の
薬
局
で
処
方
さ
れ
て
い

る
薬
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
飲

み
合
わ
せ
や
重
複
投
薬
と
な
っ
て
い
な

い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

災
害
時
の
活
用

　

東
日
本
大
震
災
時
に
病
院
が
被
災
す

る
な
ど
し
て
過
去
の
カ
ル
テ
や
お
く
す

り
手
帳
を
紛
失
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。

　

慢
性
疾
患
を
抱
え
る
患
者
で
普
段
服

用
し
て
い
る
薬
の
薬
剤
名
ま
で
覚
え
て

い
な
い
場
合
で
も
、
薬
剤
情
報
か
ら
薬

剤
名
や
投
薬
量
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※お使いの電子カルテ等システムによっては、PDF以外での閲覧も可能です。

●薬剤情報（サンプル）（図2）

レセプト種別により「入院」「院内」
「院外」の別にて処方時の区分を確
認できます。

内服・屯服・外用など処方時の剤
形を確認できます。

薬剤名・成分名の両方で
確認できます。

医療機関コードから「自院」「他院」
の別にて閲覧した機関での処方か
否かを確認できます。
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レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
と
は

　

令
和
３
年
９
月
診
療
（
調
剤
）
分
以

降
、
審
査
支
払
機
関
（
支
払
基
金
・
国

保
連
合
会
）
に
提
出
さ
れ
た
電
子
レ
セ

プ
ト
（
窓
口
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
の
実
施
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
毎
月
10

日
（
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
場
合
は
12
日
）

ま
で
に
受
け
付
け
た
電
子
レ
セ
プ
ト
を

対
象
）
に
記
録
さ
れ
た
保
険
者
番
号
、

記
号
、
番
号
、
枝
番
及
び
生
年
月
日
を

確
認
し
、
そ
の
結
果
、
資
格
が
変
更
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
レ
セ
プ
ト
を
新

資
格
に
振
替
ま
た
は
分
割
す
る
機
能
で

す
。

【
振
替
】
当
該
月
の
算
定
日
等
が
す
べ

て
新
資
格
に
変
更
後
で
あ
る
レ
セ
プ
ト

は
、
新
資
格
の
保
険
者
へ
送
付
し
ま
す
。

【
分
割
】
当
該
月
の
算
定
日
等
が
新
旧

の
資
格
を
跨
ぐ
レ
セ
プ
ト
は
、
算
定
日

等
に
よ
り
新
旧
の
保
険
者
へ
分
割
し
て

ぎ
）

●
随
時
デ
ー
タ
登
録
や

法
定
報
告
の
際
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
デ
ー
タ

送
受
信
が
行
え
る
た

め
、
媒
体
よ
り
も
レ

ス
ポ
ン
ス
が
早
く
、

郵
送
の
手
間
も
省
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
登
録
済
の
特
定
健
診

情
報
の
修
正
や
削
除

が
必
要
と
な
っ
た
場

合
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で

実
施
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

●
加
入
者
が
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
か
ら
健
診

結
果
を
経
年
で
確
認

で
き
、
自
身
の
健
康

管
理
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
本
誌
22
頁
か
ら
の
記
事

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

紹
介
状
の
補
助
情
報
と
し
て
の
活
用

　

紹
介
状
を
持
っ
て
来
院
さ
れ
た
患
者

の
診
察
に
あ
た
り
、
紹
介
状
に
記
載
さ

れ
て
い
る
内
容
だ
け
で
は
な
く
、
特
定

健
診
等
情
報
や
薬
剤
情
報
を
併
せ
て
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
、
紹
介
状
の
補
助

情
報
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

♦
2
0
2
0
年
度
実
施
分　

特
定
健
診

情
報
登
録
状
況（
R
3
・
８
時
点
）

　
協
会
け
ん
ぽ
　
約
1
0
0
0
万
件

　
共
済
組
合
　
　
約
30
万
件

　
健
保
組
合
　
　
約
1
6
0
万
件

　
市
町
村
等
　
　
約
1
1
0
0
万
件

保
険
者
の
皆
さ
ま
へ

　

特
定
健
診
情
報
の
随
時
デ
ー
タ
登
録

に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
運

用
を
実
施
し
て
い
な
い
保
険
者
の
皆
さ

ま
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
利
用

す
る
こ
と
で
以
下
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
転
職
や
引
越
し
を
契
機
に
保
険
者
を

異
動
さ
れ
た
加
入
者
に
つ
い
て
、
以

前
の
保
険
者
で
実
施
し
た
特
定
健
診

情
報
を
、
保
険
者
間
の
事
務
手
続
き

な
し
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
取
得
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。（
保
険
者
間
引
継

オンライン利用申請については、支払基金ホームページをご覧ください。
https://www.ssk.or.jp/jigyonaiyo/tokuteikenshin/tokuteikenshin_02.html

令
和
３
年
９
月
診
療（
調
剤
）分
以
降
、

資
格
の
変
更
が
判
明
し
た

電
子
レ
セ
プ
ト
の

「
振
替
・
分
割
」
を
開
始
し
ま
す

送
付
し
ま
す
。

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
で

で
き
る
こ
と

　

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
運
用
開
始
後

は
、
医
療
機
関
・
薬
局
か
ら
提
出
さ
れ

た
電
子
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、
審
査
支

払
機
関
で
の
受
付
時
に
資
格
確
認
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
と
き
、
資
格
喪
失
後
受
診
で
あ

る
場
合
は
、
新
資
格
の
登
録
状
況
を
確

認
し
、
前
述
の
と
お
り
振
替
又
は
分
割

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
社
保
か
ら
国
保
へ
変
更
と

な
っ
て
い
る
場
合
は
、
支
払
基
金
と
国

保
連
合
会
の
間
で
レ
セ
プ
ト
を
交
換
し

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
保
険
者
へ
送
付
後
に

医
療
機
関
・
薬
局
へ
返
戻
と
な
っ
て
い

た
資
格
喪
失
後
受
診
の
レ
セ
プ
ト
の
大
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●受診日（18日、25日）に被保険者証を確認して、A健保のレセプトを審査支払機関へ請求する。
●審査支払機関の資格確認では、受診日すべてがＣ市の資格となるため、レセプトを振り替える。

★18日 ★25日

Ａ健保

C市
98765

保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日
002（Ａ健保） 12345 ４／１

200点 100点

→資格のある保険者へ振替
保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日

002（Ａ健保） 12345 ４／１ ９／10

003（C市） 98765 ９／11

医療機関請求レセプト

９月

オンライン資格確認

資格確認時

支払基金から国保へ送付

振替

医
療
機
関
受
診
時

審
査
支
払
機
関

★18日 ★25日

Ｃ市

200点 100点

９月

Ａ健保

９/10喪失

●振替パターン（社保から国保に変更）（イメージ）

●受診日（18日、25日）に被保険者証を確認して、Ａ健保のレセプトを審査支払機関へ請求する。
●審査支払機関の資格確認では、受診日すべてがＢ健保の資格となるため、レセプトを振り替える。

★18日 ★25日

Ａ健保

Ｂ健保
98765

保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日
001（Ａ健保） 12345 ４／１

200点 100点

→資格のある保険者へ振替
保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日

001（Ａ健保） 12345 ４／１ ８／31

003（Ｂ健保） 98765 ９／１

医療機関請求レセプト

★18日 ★25日

Ｂ健保

９月

200点 100点

オンライン資格確認

資格確認時

振替
９月

医
療
機
関
受
診
時

審
査
支
払
機
関

●振替パターン（イメージ）
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レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
で
は

で
き
な
い
こ
と

　

前
述
の
と
お
り
、
レ
セ
プ
ト
振
替
機

能
の
資
格
確
認
は
、
電
子
レ
セ
プ
ト
に

記
録
さ
れ
た
保
険
者
番
号
、
記
号
、
番

号
、
枝
番
、
生
年
月
日
及
び
性
別
を

キ
ー
項
目
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ら
の
記
録
が
保
険
者
の
登
録
し
た
情

報
と
一
致
し
な
い
場
合
は
、
資
格
確
認

が
で
き
ま
せ
ん
。
資
格
確
認
が
で
き
な

か
っ
た
レ
セ
プ
ト
は
、
レ
セ
プ
ト
に
記

録
さ
れ
た
保
険
者
へ
送
付
し
ま
す
が
、

保
険
者
で
の
確
認
後
に
返
戻
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
費
負
担
の
あ
る
レ
セ
プ
ト
、

高
額
療
養
費
の
現
物
給
付
対
象
と
な
る

レ
セ
プ
ト
等
は
、
振
替
・
分
割
の
対
象

外
と
し
て
い
る
た
め
、
新
資
格
が
確
認

で
き
て
も
、
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
い

て
レ
セ
プ
ト
を
修
正
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
、
こ
ち
ら
も
引
き
続
き
返
戻

の
取
扱
い
と
な
り
ま
す
。

医療機関受診時 審査支払機関

摘要情報
初診 10日
再診 18日
再診 25日
投薬 18日
検査 10日
検査 25日
処置 18日

1500点

レセプト
８月診療分

保険者番号：B市
被保険者証番号：12345

受診日：１０日
１８日
２５日

摘要情報
初診 10日
再診 18日
再診 25日
投薬 18日
検査 10日
検査 25日
処置 18日

1500点

レセプト
８月診療分

保険者番号：B市
被保険者証番号：12345

受診日：１０日
１８日
２５日

９/20喪失

★18日 ★25日
A健保 Ｂ健保

★10日
200点800点500点

摘要情報
初診 10日
再診 18日
再診 25日
投薬 18日
検査 10日
検査 25日
処置 18日

1500点

レセプト
９月診療分

保険者番号：A健保
被保険者証番号：12345

分割

★18日 ★25日
A健保

★10日
200点800点500点

９月 ９月

摘要情報
初診 10日
再診 18日
再診 25日
投薬 18日
検査 10日
検査 25日
処置 18日

1300点
1500点

レセプト
９月診療分

保険者番号：A健保
被保険者証番号：12345

摘要情報
初診 10日
再診 18日
再診 25日
投薬 18日
検査 10日
検査 25日
処置 18日

200点
1500点

レセプト
９月診療分

保険者番号：Ｂ健保
被保険者証番号：98765

分割後 分割後

履歴（請求情報）

受診日：10日
18日
25日

受診日：10日
18日
25日

受診日：10日
18日
25日

保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日
002（A健保） 12345 ４／１

保険者番号 新被保険者番号 取得日 喪失日
002（A健保） 12345 ４／１ ９／20
003（Ｂ健保） 98765 ９／21

●受診日（10日、18日、25日）に被保険者証を確認して、A健保のレセプトを審査支払機関へ請求する。
●審査支払機関の資格確認で、受診日がA健保とＢ健保に割れている場合は、レセプトを分割して請求する。

履歴（請求情報）

●振替パターン（レセプト分割）（イメージ）

部
分
を
返
戻
す
る
こ
と
な
く
有
効
な
資

格
の
保
険
者
へ
請
求
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
新
資
格
の
登
録
が

確
認
で
き
な
い
場
合
、
被
保
険
者
証
の

回
収
前
の
受
診
で
あ
れ
ば
、
一
旦
、
レ

セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ
た
保
険
者
へ
送
付

し
ま
す
が
、
そ
の
後
、
新
資
格
の
登
録

が
確
認
で
き
れ
ば
、
保
険
者
か
ら
の
再

審
査
等
請
求
に
よ
り
振
替
・
分
割
を
実

施
し
ま
す
。

　

一
方
、
被
保
険
者
証
の
回
収
後
で
あ

れ
ば
、
保
険
者
へ
送
付
せ
ず
、
医
療
機

関
・
薬
局
へ
返
戻
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
返
戻
ま
で
に
数
か
月

を
要
し
て
お
り
、
医
療
機
関
・
薬
局
へ

レ
セ
プ
ト
が
届
く
こ
ろ
に
は
、「
治
療
が

終
了
し
、
患
者
さ
ん
が
来
院
さ
れ
な
い

た
め
に
資
格
の
確
認
が
で
き
な
い
。」

ま
た
、「
再
度
資
格
が
変
更
と
な
っ
て
お

り
、
受
診
当
時
の
資
格
が
不
明
で
あ

る
。」
と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
早
期
に
医
療
機
関
・
薬
局
へ
返
戻

照
会
す
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
事
例

も
減
少
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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点数表 記録される内容 「受診日」の特定に
使用する項目 「受診日」等を特定する方法

医科 診療行為、医薬品、特定
器材 １日の情報～

31日の情報

１日の情報～31日の情報に値が記録されている日を「受診日」
とする

DPC

出来高部分
（臓器提供者のレセプトは、「（提供者の療養上の費用）加算」
が記録された日を「受診日」とする）

包括評価部分
今回入院年月日

今回入院年月日を起算日として、入院期間区分別入院日数に応
じてカウントアップする入院期間区分別

入院日数

歯科

歯科診療行為、医科診療
行為、医薬品、特定器材

１日の情報～
31日の情報

１日の情報～31日の情報に値が記録されている日を「受診日」
とする

歯科診療行為、特定器材
（未来院請求の場合） ―

医療機関の記録どおりとする。（当該歯に係る診療（特に印象）
を算定したレセプトについては前月までに資格確認が完了してい
ることから、当該日に資格の変更があれば、通知済の資格によ
りレセプトが作成されていると考えられるため）

調剤
医薬品、特定器材 処方月日

及び調剤月日
（処方月日と調剤月日が同日の場合）当該日
（処方月日と調剤月日が異なる場合）調剤日の資格により確認

調剤基本料、薬学管理料 算定日 当該項目に記録された日を「受診日」とする

返戻理由（資格関係等）
窓口におけるオンライン資格確認

実施あり 実施なし

資格喪失後
の受診

（新資格が判明） 新資格を直ちに確認できるため、
発生しなくなる 振替等の対象

（新資格が不明） 資格喪失を直ちに確認し、患者に
新資格の有無を確認できるため、
発生しなくなる

被保険者証の回収前の場合：保険者での確
認後に返戻
被保険者証の回収後の場合：保険者へ送付
前に返戻

（振替・分割対象外）

レセプトの記録誤り
・記号、番号、枝番※
・該当者なし
・生年月日
・氏名
・性別　など

資格情報を直ちに確認できるため、
発生しなくなる これまでどおり、保険者での確認後に返戻

●令和3年9月診療（調剤）分以降の資格関係返戻の取扱い

●レセプトの資格確認および振替・分割の考え方

※「枝番」が不明な場合は記録を省略できます。
「枝番」の記録にあたって、「番号」項目へ記録する等の記録誤りの場合も、資格を特定できず、これまでどおり保険者での確認後に返戻
となりますので、レセプトコンピュータへの入力をされる際にはご留意願います。

今
後
の
課
題

　

振
替
・
分
割
対
象
外
レ
セ
プ
ト
等
、

資
格
喪
失
後
の
受
診
に
か
か
る
返
戻
も

一
部
残
存
し
ま
す
の
で
、
全
て
の
資
格

関
係
返
戻
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
保
険
者
番
号
、
記
号
、

番
号
、
枝
番
、
生
年
月
日
、
性
別
に
よ

り
資
格
を
突
合
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の

記
録
が
誤
っ
て
い
れ
ば
資
格
確
認
自
体

が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
記
録
誤
り
等

に
よ
り
資
格
を
特
定
で
き
な
い
レ
セ
プ

ト
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保
険
者
で
の
確

認
後
に
返
戻
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
一
層
資
格
関

係
返
戻
の
減
少
を
図
る
た
め
に
は
引
き

続
き
窓
口
で
の
資
格
確
認
の
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
す
る
医
療
機

関
・
薬
局
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
を
効
率

よ
く
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

保
険
者
の
方
に
は
早
期
の
資
格
情
報
の

登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。
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オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
つ
い
て
、

本
格
運
用
が
３
月
か
ら
10
月
に
延
期

さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
経
緯
や
状
況

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
本
年
3
月

か
ら
運
用
開
始
す
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
3
月
の
時
点
で
本
格
運
用
開
始

は
10
月
に
延
期
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

原
因
は
、
主
に
厚
生
労
働
省
か
ら
も
説

明
し
て
い
ま
す
が
、
二
つ
あ
り
ま
し
て
、

一
つ
は
デ
ー
タ
の
正
確
性
の
問
題
、
も

う
一
つ
は
、
医
療
機
関
の
シ
ス
テ
ム
も

含
め
て
、
シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
問
題

で
す
。

　

ま
ず
、
保
険
者
か
ら
投
入
い
た
だ
い

て
い
る
デ
ー
タ
の
正
確
性
の
問
題
で
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
間
違
っ
て
登
録
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
原
因
は
い
く
つ
か

あ
っ
て
、
事
業
主
側
で
間
違
え
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
し
、
被
保
険
者
本
人

が
間
違
え
て
い
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
も
の
が
要
因
で
、
実
際
に

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
入
れ
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
一
部
が
間
違
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
デ
ー
タ
の
誤
り
は
、
3
月
の
時
点

で
大
体
3
万
件
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
が
、

保
険
者
に
修
正
を
お
願
い
し
て
現
時
点

で
は
解
消
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
保
険
者
か
ら
、
デ
ー
タ
は
新

規
で
登
録
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
3

月
か
ら
6
月
ま
で
は
2
週
間
に
1
度
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
間
違
っ
て
い
な
い
か

確
認
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
的
な

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
7
月
か
ら
は
登
録

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
保
険
者
に
ア
ラ
ー
ト

を
鳴
ら
す
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
改
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
外
の
被
保
険
者
番
号
な
ど
の

デ
ー
タ
に
つ
い
て
も
、
9
月
時
点
で
最

終
確
認
を
保
険
者
に
お
願
い
し
て
い
る

と
い
う
状
況
で
す
。

　

シ
ス
テ
ム
の
安
定
性
の
話
に
な
り
ま

す
が
、
こ
ち
ら
は
3
月
、
4
月
の
時
点

で
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
対
応
が
必
要
な

事
象
に
つ
い
て
電
話
を
多
く
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
も
基

本
的
に
は
ほ
ぼ
解
消
し
て
い
て
、
最
近

で
は
、
障
害
に
つ
な
が
る
よ
う
な
問
合

せ
は
大
き
く
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

主
な
原
因
と
な
っ
た
二
つ
の
問
題
は

解
消
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

医
療
機
関
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
導
入
の
推
進
状
況
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
す
る

場
合
は
、
ま
ず
医
療
機
関
・
薬
局
に
顔

認
証
端
末
の
申
込
み
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
顔
認
証
端
末
の
申
込
み
状

況
と
し
て
は
、
全
医
療
機
関
・
薬
局
約

23
万
機
関
の
う
ち
、
約
13
万
機
関
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
多
く

関
心
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

　

す
で
に
顔
認
証
端
末
を
申
込
み
い
た

だ
い
た
医
療
機
関
・
薬
局
に
は
８
割
方

送
付
を
終
え
て
い
ま
す
が
、
9
月
1
日

時
点
で
、
実
際
に
端
末
の
設
定
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
が
約
1
万
1
0
0
0
機
関

で
、
申
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
約
13
万

機
関
と
比
較
す
る
と
、
ま
だ
差
が
あ
る

と
い
う
状
況
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
推
進
の
課
題

と
し
て
は
、
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

顔
認
証
端
末
を
実
際
に
設
定
し
て
い
た

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
本
格
運
用
の
延
期

オンライン資格確認等システムの開発から現在の状況、また今後の展
望について、情報化企画部長（取材時）の上田尚弘氏に聞きました。

上田 尚弘

INTERVIEW

医療情報の提供・分析で
社会に貢献する
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だ
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
加
速
さ
せ
る
た
め
の
策

と
し
て
、
一
つ
は
端
末
の
設
定
に
手
間

取
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
し
た

の
で
、
設
定
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
善
し

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
情
報
が
ど
こ
に
あ
る
の

か
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
話
も
聞
き
ま

し
た
の
で
、
医
療
機
関
等
向
け
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
の
改
善
に
も
努
め
、
ま
た
、

情
報
の
メ
ー
ル
配
信
も
し
て
い
ま
す
。

こ
の
メ
ー
ル
も
同
じ
情
報
の
メ
ー
ル
を

約
13
万
機
関
に
送
る
の
で
は
な
く
、
例

え
ば
、
運
用
開
始
し
て
い
る
医
療
機

関
・
薬
局
あ
て
の
運
用
に
役
立
つ
メ
ー

ル
、
端
末
の
設
定
は
し
た
け
れ
ど
ま
だ

運
用
し
て
い
な
い
医
療
機
関
・
薬
局
に

は
運
用
開
始
の
準
備
の
た
め
の
ご
案
内
、

ま
だ
端
末
を
設
定
し
て
い
な
い
医
療
機

関
・
薬
局
に
は
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
お
知

ら
せ
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応

じ
た
情
報
の
提
供
、
メ
ー
ル
の
配
信
と

い
っ
た
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
の
策
と
し
て
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
活
動
で
す
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
な
か
な
か
お
持
ち

い
た
だ
け
な
い
と
い
う
話
を
耳
に
し
て

い
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な

い
と
特
定
健
診
や
薬
剤
情
報
な
ど
も
閲

覧
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
厚
生
労
働
省
と

も
連
携
し
て
国
民
に
対
し
て
広
報
活
動
、

持
参
の
お
願
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に
は
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
は
現
段
階
で
５
０

０
０
万
枚
申
請
が
あ
り
、
４
５
０
０
万

枚
ほ
ど
す
で
に
交
付
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
手
元
に
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
医
療
機
関
・
薬
局
に
お
持
ち
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。３

月
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る

プ
レ
運
用
に
つ
い
て
の

医
療
機
関
の
声
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

運
用
開
始
し
て
い
る
医
療
機
関
・
薬

局
か
ら
は
、
特
に
、
保
険
証
の
資
格
確

認
に
つ
い
て
、
今
ま
で
で
あ
れ
ば
、
新

規
の
患
者
に
つ
い
て
、
保
険
証
の
氏
名

等
を
見
て
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

（
以
下
「
レ
セ
コ
ン
」）
に
手
入
力
を
し

て
い
た
こ
と
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
手
入
力

が
少
な
く
な
っ
た
と
の
声
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
入
力
項
目
と
し
て
は
、
記
号

番
号
以
外
に
も
、
氏
名
、
カ
ナ
、
生
年

月
日
、
住
所
等
、
色
々
あ
り
ま
す
が
、

保
険
証
の
資
格
確
認
に
お
い
て
は
、
記

号
番
号
、
生
年
月
日
を
入
れ
る
だ
け
で
、

氏
名
、
住
所
を
入
力
す
る
こ
と
な
く
自

動
的
に
表
示
さ
れ
る
の
で
手
入
力
の
必

要
が
な
く
な
り
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

資
格
の
有
無
が
即
時
に
分
か
る
こ
と
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
捉
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
特
に
資
格
喪
失
に
関
し
て

は
、
自
己
負
担
の
部
分
も
含
め
て
、
患

者
と
の
や
り
取
り
が
発
生
し
、
お
困
り

の
医
療
機
関
・
薬
局
の
方
に
大
変
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
・
薬
局
か
ら
「
こ
れ
を

使
っ
た
ら
手
放
せ
ま
せ
ん
よ
。」
と
い

う
声
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
実
際
、

技
術
的
に
力
を
入
れ
た

ポ
イ
ン
ト
は
ど
こ
で
す
か

　

四
点
あ
り
ま
す
。
一
点
目
は
、
患
者

が
顔
認
証
端
末
で
操
作
を
す
る
時
に
手

間
取
っ
て
、
行
列
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
懸
念
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

顔
認
証
端
末
の
操
作
で
お
待
た
せ
す
る

7
月
に
よ
く
使
わ
れ
て
い
た
の
に
8
月

に
実
は
使
わ
な
く
な
っ
た
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
離
脱
率
は
1
％
以
下
で
す
の
で
、

一
度
使
っ
て
い
た
だ
い
た
ら
こ
の
サ
ー

ビ
ス
は
継
続
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
一
歩
を
ま
ず

や
っ
て
い
た
だ
く
、
我
々
は
そ
こ
を
後

押
し
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
患
者
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ

か
な
い
と
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
と
誤
解
さ

れ
て
い
る
医
療
機
関
・
薬
局
に
も
、
保

険
証
だ
け
で
も
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
き
ち
ん
と
お
伝

え
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

時
間
を
短
く
す
る
た
め
に
、
で
き
る
だ

け
シ
ス
テ
ム
が
並
列
で
処
理
す
る
よ
う

な
ス
キ
ー
ム
を
作
り
、
5
秒
以
内
を
目

指
し
て
処
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

二
点
目
は
、
さ
き
ほ
ど
手
入
力
の
削

減
等
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
あ
げ
た
保
険

証
の
資
格
確
認
で
す
が
、
資
格
情
報
が

格
納
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
持
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ち
方
を
工
夫
し
て
、
レ
セ
コ
ン
か
ら
照

会
し
て
数
秒
で
ク
イ
ッ
ク
に
返
っ
て
く

る
よ
う
な
構
造
に
し
て
い
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
の
運
営
コ
ス
ト
の
効
率
化

で
す
。
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
を
出
し

て
い
く
こ
と
は
大
事
で
す
が
、
や
は
り

費
用
対
効
果
が
問
わ
れ
ま
す
の
で
、
費

用
の
削
減
も
非
常
に
重
要
な
要
素
で
す
。

そ
の
た
め
、
今
回
は
ク
ラ
ウ
ド
上
に
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
ま
す
が
、
単
純

に
ク
ラ
ウ
ド
上
に
構
築
す
る
わ
け
で
は

な
く
、
ク
ラ
ウ
ド
の
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底

活
用
し
て
運
営
費
の
削
減
を
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
サ
ー
バ
は
あ
ま
り
利
用

さ
れ
て
い
な
い
時
間
帯
で
は
ミ
ニ
マ
ム

で
稼
働
さ
せ
て
お
い
て
、
負
荷
が
集
中

し
た
と
き
だ
け
サ
ー
バ
の
台
数
を
増
や

す
と
い
っ
た
こ
と
で
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ

の
費
用
を
抑
え
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
四
点
目
は
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
自
動
更
新
で
き
る
よ
う
に
し
た
こ
と

で
す
。

　

医
療
機
関
・
薬
局
に
、
顔
認
証
端
末

の
他
に
資
格
確
認
端
末
と
呼
ば
れ
る
専

用
端
末
を
置
か
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ

の
中
に
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
入
れ
て
い
ま

す
が
、
色
々
な
不
具
合
や
改
善
す
べ
き

点
が
出
た
場
合
に
、
医
療
機
関
・
薬
局

に
行
っ
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
更
新
す
る
、

も
し
く
は
医
療
機
関
・
薬
局
の
方
が
自

分
で
更
新
を
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
非

常
に
大
変
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
、
我
々
と
し
て
は
自
動
的
に
更
新
が

で
き
る
よ
う
に
構
成
を
考
え
、
例
え
ば

顔
認
証
端
末
の
画
面
も
自
動
的
に
更
新

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
も
自
動
更
新

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

を
安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
と
い
う
こ

と
が
非
常
に
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
パ
ッ
チ
を
自
動

配
信
し
て
、
W
i
n
d
o
w
s
が
推
奨

す
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
状
況
を
常
に
保

て
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。
閉

域
網
の
中
で
約
23
万
機
関
に
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
パ
ッ
チ
を
配
る
と
い
う
の
は
基
本

的
に
は
前
例
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
そ
の
辺
を
ど
う
実
現
す
る
か
を
専

門
家
に
も
伺
い
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
方
と
も

色
々
と
議
論
し
な
が
ら
、
閉
域
の
中
で

配
信
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
が

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
基
盤
と

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

よ
く
厚
生
労
働
省
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
は
単
な
る
資
格
確
認
だ
け
で

は
な
く
て
、
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
の
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を

し
て
い
ま
す
。
将
来
的
に
色
々
な
サ
ー

ビ
ス
を
予
定
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、

そ
の
中
で
、
な
ぜ
こ
れ
が
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
ご
説

明
し
ま
す
。

　

一
点
目
は
、
資
格
確
認
端
末
に
よ
り
、

レ
セ
コ
ン
や
電
子
カ
ル
テ
と
常
時
接
続

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
や
は
り
レ
セ
コ
ン
や
電
子

カ
ル
テ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
医
療
情
報

な
ど
は
非
常
に
要
保
護
性
が
高
い
情
報

で
す
の
で
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
上
安
全
な

構
成
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で

は
レ
セ
コ
ン
や
電
子
カ
ル
テ
は
外
部
に

常
時
接
続
し
て
い
な
い
医
療
機
関
・
薬

局
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
常
時
接

続
す
る
た
め
、
支
払
基
金
の
財
産
の
一

つ
と
言
え
る
閉
域
の
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
は
ル
ー
タ
の
設
定
を
ク
ラ
ウ
ド
だ

け
に
接
続
先
を
限
定
す
る
構
成
に
し
て
、

そ
の
医
療
機
関
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
他

か
ら
接
続
は
さ
れ
ず
、
接
続
す
る
の
は

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
側
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
だ
け
と
い
っ
た
設

定
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
レ
セ
コ
ン
と
外
部
が
直
接

つ
な
が
ら
な
い
よ
う
に
、
医
療
機
関
・

薬
局
に
設
置
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
端
末
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
経
由

す
る
こ
と
に
よ
り
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

高
め
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
よ
っ
て
、
保
険
者
の
基
幹
シ

ス
テ
ム
と
レ
セ
コ
ン
が
つ
な
が
り
、
保

険
者
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
入
力
し
た
資

格
情
報
が
次
の
日
の
朝
に
は
レ
セ
コ
ン

で
閲
覧
で
き
る
と
い
っ
た
こ
と
を
実
現

し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
で
、

非
常
に
安
全
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
下
で
接

続
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
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い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
点
目
は
、
国
民
１
人
の
方
を
紐
づ

け
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
デ
ー
タ
を
連
結
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
険
証
の
被
保
険
者
番

号
は
転
職
等
に
よ
っ
て
保
険
者
が
変
わ

れ
ば
そ
の
被
保
険
者
番
号
も
変
わ
り
、

デ
ー
タ
の
連
結
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
デ
ー
タ
を
紐

づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
職
し
て
も

過
去
か
ら
の
デ
ー
タ
を
紐
づ
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
デ
ー
タ
を
紐
づ
け
ら
れ

る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
持
つ
こ
と
は
、

デ
ー
タ
提
供
・
分
析
の
中
で
は
重
要
な

要
素
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

三
点
目
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

で
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
導
入
い
た

だ
く
た
め
に
、
顔
認
証
端
末
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
顔
認
証
端
末
は
、
資
格
確

認
を
す
る
た
め
の
画
面
で
も
あ
り
ま
す

が
、
医
療
機
関
へ
の
特
定
健
診
や
薬
剤

情
報
の
提
供
を
患
者
に
同
意
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
ツ
ー
ル
に
も
し
て
い
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
人
確
認

が
と
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
自
分
の

医
療
情
報
が
引
き
出
せ
る
と
い
う
環
境

を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
用
す
る

こ
と
自
体
に
情
報
漏
洩
の
不
安
な
ど

を
感
じ
て
い
る
方
も
ま
だ
い
る
と
思

わ
れ
ま
す
が

　

顔
認
証
端
末
を
配
布
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ま
ず
、
医
療
機
関
・
薬
局
の

職
員
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
預
か

る
必
要
性
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

実
際
に
情
報
を
引
き
出
す
と
き
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な
く
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
入
っ
て
い
る
電
子
的
な

鍵
と
な
る
電
子
証
明
書
で
通
信
し
て
い

る
だ
け
で
す
の
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
中
に
は
医
療
情
報
も
な
い
で

今
後
の
将
来
的
な
予
定
に
つ
い
て

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

す
で
に
い
く
つ
か
の
プ
ラ
ン
が
発
表

さ
れ
、
着
手
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
度
に
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
て

い
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

レ
セ
プ
ト
の
薬
剤
情
報
を
10
月
か
ら

提
供
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

来
年
夏
を
目
途
に
レ
セ
プ
ト
の
手
術
等

の
情
報
、
い
つ
手
術
を
受
け
た
か
な
ど

の
情
報
提
供
を
始
め
て
い
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
再
来
年
1
月
に
電
子
処
方

箋
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

す
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
医
療
機
関
・

薬
局
に
お
知
ら
せ
す
る
必
要
性
も
あ
り

ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
も
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
あ
る
「
鍵
」
を
電
子
的

に
連
携
す
る
だ
け
で
す
。
そ
の
「
鍵
」

を
紛
失
し
て
拾
わ
れ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
で
は
顔
認
証
で
本
人
で
な

い
と
受
け
付
け
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
顔
認

証
を
利
用
し
な
い
場
合
で
も
、
４
桁
の

電
子
処
方
箋
は
、
単
に
処
方
箋
を
電
子

化
す
る
だ
け
で
は
な
く
て
、
電
子
化
し

た
処
方
情
報
、
調
剤
情
報
を
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
化
し
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
次
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
処
方
し
た
と
き
に
直

近
で
薬
が
重
複
さ
れ
て
い
な
い
か
の
確

認
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
安

全
な
診
療
や
処
方
が
実
現
で
き
る
と

思
っ
て
い
ま
す
し
、
ま
た
、
そ
の
ほ
か

に
も
薬
局
か
ら
調
剤
し
た
と
き
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
医
療
機
関
側
に
伝

え
る
こ
と
も
議
論
に
あ
が
っ
て
お
り
、

医
療
機
関
・
薬
局
間
の
連
携
を
深
め
て

暗
証
番
号
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

単
に
拾
わ
れ
た
だ
け
で
は
本
人
の
情
報

は
引
き
出
せ
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
紛
失

し
た
場
合
に
、
普
通
の
鍵
だ
と
鍵
穴
を

変
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
に
電
話
す
れ
ば
、
そ
の

「
鍵
」
も
失
効
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
実
は
非
常
に
安
全
な
「
鍵
」
に

な
っ
て
い
ま
す
。
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い
く
と
い
っ
た
視
点
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
６
月
に
、
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
工
程
表
が
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
事
業
主
健
診
や
電
子
カ

ル
テ
の
標
準
化
と
い
っ
た
こ
と
も
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資

格
確
認
の
基
盤
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く

か
に
つ
い
て
も
議
論
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

一
連
の
シ
ス
テ
ム
を
通
し
て
、
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
の
目
指
す
姿
を

教
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

　

少
し
抽
象
的
な
説
明
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
大
き
く
分
け
て
三
つ
の
目

的
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
つ
目
の
目
的
は
、
医
療
機
関
や
保

険
者
に
お
け
る
医
療
保
険
に
関
す
る
事

務
の
効
率
化
で
す
。
先
ほ
ど
医
療
機

関
・
薬
局
の
手
入
力
の
減
少
や
、
資
格

喪
失
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
得
で
き
る
お

話
も
し
ま
し
た
が
、
例
え
ば
資
格
情
報

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
得
で
き
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
レ
セ
プ
ト
の
行
き
来
も
減
少

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
パ

ソ
コ
ン
入
力
の
手
間
が
少
な
く
な
れ
ば
、

患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
さ

ら
に
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
険
者
も
、

事
務
が
効
率
化
さ
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
保

健
事
業
な
ど
別
の
業
務
に
人
員
を
割
い

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
将
来
的
に
は
、
や
は
り
少
子

化
に
よ
る
人
手
不
足
、
労
働
力
不
足
と

い
う
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
う
い
っ
た
対
応
に
も
つ
な
が
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
の
目
的
は
、
デ
ー
タ
共
有
に

よ
る
診
療
の
充
実
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

診
療
に
お
け
る
デ
ー
タ
の
共
有
と
い

う
の
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
今
ま
で
も
取

組
は
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、

お
薬
手
帳
を
患
者
が
持
参
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
過
去
の
薬
剤
履
歴
が
分
か
り
ま

す
し
、
診
療
情
報
提
供
書
に
よ
っ
て
病

診
連
携
も
で
き
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
役
割
の
全
て
を

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
し
く
み
で
代

替
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
方
で
、
例
え
ば
網
羅
的
に
薬
剤
履
歴

を
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
診
療
の
質

が
さ
ら
に
深
ま
る
と
思
い
ま
す
し
、
ま

た
、
P
D
F
だ
け
で
は
な
く
て
、
デ
ー

タ
と
し
て
も
お
渡
し
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
デ
ー
タ
を
医
療
機
関

で
分
析
し
て
、
さ
ら
に
診
療
に
活
か
し

て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
三
つ
目
は
、
P
H
R
（
パ
ー

ソ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
レ
コ
ー
ド
）
を
通
し
て

個
人
へ
の
行
動
変
容
を
期
待
し
て
い
ま

す
。
レ
セ
プ
ト
の
薬
剤
情
報
や
特
定
健

診
情
報
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通
じ
て
、

A
P
I
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
）

連
携
も
含
め
て
デ
ー
タ
連
携
を
し
て
予

防
の
領
域
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
も
こ
の

デ
ー
タ
を
さ
ら
に
活
用
し
て
い
く
。

　

支
払
基
金
は
多
く
の
デ
ー
タ
を
保
有

し
て
い
ま
す
が
、
デ
ー
タ
と
い
う
の
は
、

最
初
の
目
的
か
ら
次
の
目
的
へ
、
と

い
っ
た
よ
う
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
部
門
の

再
編
の
狙
い
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

　

今
年
の
4
月
か
ら
従
来
の
部
門
を
統

合
し
て
、
支
払
基
金
の
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

部
門
と
し
て
、
情
報
化
企
画
部
、
分
析

評
価
部
、
情
報
化
支
援
部
と
い
う
3
部

体
制
と
な
る
組
織
改
編
を
行
い
ま
し
た
。

　

従
来
、
厚
生
労
働
省
の
さ
ま
ざ
ま
な

部
局
か
ら
、
例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
、
医
療
保
険
者
向
け
中
間
サ
ー

バ
ー
、
電
子
処
方
箋
な
ど
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
受
託
し
て
い
ま
す
が
、
統
一
的
な

事
業
展
開
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
た

か
ら
で
す
。

　

特
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
、
ま

た
電
子
処
方
箋
で
は
、
保
険
者
と
医
療

機
関
の
間
の
道
を
つ
く
り
、
ま
た
、
医

療
機
関
と
薬
局
の
間
の
道
を
つ
く
り
ま

し
た
。
そ
う
い
っ
た
道
に
デ
ー
タ
が
流

れ
て
い
く
と
我
々
は
色
々
な
デ
ー
タ
を

取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
今
後
分
析
し
て
い
く

と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
ま
だ
具
体
化
で
き

て
お
ら
ず
、
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て
て

い
な
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
今
後
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
力
を

入
れ
て
い
く
べ
き
と
思
っ
て
い
ま
す
。

IN
T

E
R

V
IE

W
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―
―
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
設
計
・
開

発
等
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
い

　
振
替
・
分
割
し
た
レ
セ
プ
ト
は
、
支

払
基
金
及
び
国
保
連
合
会
の
シ
ス
テ
ム

に
連
携
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
開
発
事
業
者
だ

け
で
は
な
く
支
払
基
金
と
国
保
中
央
会

の
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム
に
係
る
開
発
事

業
者
も
参
加
し
た
上
で
、
ど
う
シ
ス
テ

ム
改
修
す
る
こ
と
が
業
務
へ
の
影
響
を

極
小
化
で
き
る
か
を
話
し
合
い
、
レ
セ

プ
ト
振
替
機
能
と
審
査
支
払
シ
ス
テ
ム

に
認
識
の
齟そ

齬ご

が
無
い
よ
う
意
識
合
わ

せ
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
当
該
機
能
を
追
加
し
た
場
合

の
運
用
を
想
定
し
な
が
ら
意
見
交
換
も

行
い
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
大
変
さ
の
中
に
や
り
が
い

が
あ
り
ま
し
た
。

―
―
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
開
始
に
あ

た
り
準
備
期
間
で
は
ど
の
よ
う
な
テ
ス
ト

を
さ
れ
ま
し
た
か

　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
に

テ
ス
ト
用
の
資
格
情
報
を
登
録
し
、
レ

セ
プ
ト
の
資
格
情
報
と
突
合
し
た
際
に

想
定
し
て
い
る
資
格
確
認
結
果
が
返
却

さ
れ
る
こ
と
の
確
認
や
振
替
・
分
割
の

結
果
と
な
っ
た
レ
セ
プ
ト
が
記
録
条
件

仕
様
ど
お
り
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

重
要
に
な
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
当
該
レ
セ
プ
ト
が
審
査
支
払

機
関
で
の
処
理
に
影
響
が
な
い
こ
と
を

確
認
す
る
た
め
受
付
か
ら
保
険
者
へ
の

請
求
デ
ー
タ
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
を
確

認
す
る
テ
ス
ト
も
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
資
格
情
報
の
突
合
に
つ
い
て

は
、
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
運
用
開
始

に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
医
療
機
関
窓

口
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
使
用

す
る
資
格
情
報
の
整
備
の
一
環
と
し
て

行
っ
て
お
り
、
レ
セ
プ
ト
に
記
録
さ
れ

た
資
格
情
報
と
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

の
資
格
情
報
を
突
合
し
エ
ラ
ー
と
な
っ

た
も
の
に
つ
い
て
は
、
中
間
サ
ー
バ
ー

や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
の

担
当
者
と
連
携
し
、
情
報
化
企
画
部
全

体
で
テ
ス
ト
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

テ
ス
ト
の
中
で
登
録
情
報
の
誤
り
が
多

い
事
例
な
ど
は
該
当
保
険
者
と
調
整
し

登
録
情
報
の
整
理
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

―
―
レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
一
番
苦
労

し
た
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
開
発
開
始
時
期
が
審
査
支
払
新
シ
ス

テ
ム
の
刷
新
や
診
療
報
酬
改
定
時
と
重

な
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
レ
セ
プ

ト
振
替
機
能
に
係
る
審
査
支
払
新
シ
ス

テ
ム
へ
の
改
修
に
つ
い
て
も
要
件
定
義

か
ら
行
う
必
要
が
あ
り
現
行
仕
様
の
把

握
や
改
修
に
伴
う
運
用
へ
の
影
響
を
確

認
し
な
が
ら
関
係
部
署
と
調
整
し
、
開

発
し
て
い
っ
た
点
に
一
番
苦
労
し
ま
し

た
。

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
の
設
計
・
開
発
等
を
担
っ
た
基
金
本
部
情
報
化
企
画

部
資
格
情
報
課
の
職
員
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

レ
セ
プ
ト
振
替
機
能
で
保
険
者
や

医
療
機
関
等
の
業
務
軽
減
を

支払基金改革
ただ今奮闘中

　　　　一木さん　　　　　　　　　　  岡野さん
情報化企画部資格情報課

―
―
レ
セ
プ
ト
振
替
等
に
か
か
る
今
後

の
展
望
な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い

　
現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
シ
ス

テ
ム
に
は
被
保
険
者
の
保
険
証
の
資
格

情
報
は
あ
り
ま
す
が
、
公
費
の
資
格
情

報
が
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
公
費
の
レ

セ
プ
ト
に
つ
い
て
は
現
状
、
振
替
・
分

割
の
対
象
外
と
し
て
い
る
の
で
す
が
、

将
来
的
に
公
費
の
資
格
情
報
も
管
理
対

象
に
な
れ
ば
、
公
費
負
担
レ
セ
プ
ト
の

振
替
・
分
割
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
管
理
さ
れ
る
資
格
情
報
が
増

え
れ
ば
、
よ
り
広
範
囲
の
レ
セ
プ
ト
が

振
替
・
分
割
の
対
象
と
な
り
保
険
者
等

や
医
療
機
関
等
に
よ
り
質
の
高
い
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ま
す
。
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Topics

既存のコンピュータチェックルールの
全ての整理を完了

■　支払基金では、「各支部で設定しているコンピュータチェックルール」の見直しについて、支払基

金業務効率化・高度化計画（平成29年7月4日公表）および審査事務集約化計画工程表（令和2年3

月31日公表）に沿って取り組んできました。

　　その取り組みを着実に実行し、平成29年10月に約14万事例あった既存のコンピュータチェック

ルールは全ての整理を完了しました。

■　約14万事例のコンピュータチェックルールは、支部点検条件の取扱い基準に基づき、整理を進め

ました。

　　支部では、約12万の事例について、医療機関への文書連絡等の改善要請の取り組みや本部のコン

ピュータチェック事例との重複などを見直し整理を進めました。

　　本部においては、約2万事例の検証を実施した結果、約6千事例を取り込むこととし、同様のコン

ピュータチェックルールは類型化、約600事例のコンピューチェックルールを登録し、全国に実施し

ました。

支払基金業務効率化・高度化計画（抜粋）
（平成29年7月4日公表）

②　各支部で設定しているコンピュータチェック

ルールの見直し

〇　支払基金の各支部で設定しているコンピュー

タチェックルールについては、国民皆保険の原

点を改めて踏まえ、本部でその内容を精査の

上、合理性が認められないコンピュータチェッ

クルールは廃止する。

〇　具体的には、各支部における設定事例を分

析・類型化するなどし、見える化を行った上

で、本部において今後の取扱いに係る基準を策

定し、順次、見直しを進める。【2017年度（平

成29年度）に基準を策定】

〇　各支部で設定されているコンピュータチェッ

クルールについて、上記の取扱い基準に基づ

き、本部チェックヘの移行、廃止、または、存

置とするかを決定し、支部内の全医療機関等

に共通設定されている条件（全医設定ルール）

は、本部チェックに集約する。

審査事務集約化計画工程表（抜粋）
（令和２年３月31日公表）

ア　既存のコンピュータチェックルールの見直し

〇　既存の支部独自のコンピュータチェックルー

ルについては、審査支払新システム稼働まで

に、原則としてすぺて本部に集約又は廃止する。

参　考
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Topics

●各支部で設定しているコンピュータチェックルールの推移

0

30,000

60,000

90,000

120,000

150,000

83,739 
（▲25）
62,531

（▲27）
61,450

（▲69）
26,158 （▲84）

13,394 

57,645 

（▲6）
54,337

（▲5）
55,001

（▲19）
46,549 

（▲23）
44,296 

（▲31）
39,731 

全医療機関設定
医療機関別設定

141,384

取扱基準
（4/24通知）

事例の整理方法
（6/1通知）

整理の徹底
（12/26通知）

本部集約開始
（H30.10～）

本部集約方針
（6/7通知）

事前整理
（10/20通知）

単位：事例数（カッコ内はH29.10処理月対比：％）

（▲17）
116,868

（▲18）
116,451

（処理月）

（▲97）
2,239

凡例

（▲64）
21,013

（▲99）
702

既存事例

最終整理方法
（10/30通知）

（▲49）
72,707

（▲59）
57,690

（▲70）
41,970

（▲85）
21,715

0

H29.10 H30.4 H30.6 H30.9 H30.12 R1.6 R2.1 R2.9 R3.9

（▲78）
12,603

（▲99）
98

（▲91）
12,701

各支部で設定しているコンピュータチェックルールの見直しについて

整理内容

■　平成30年4月、審査における支部間の不合理な差異を解消することを目的として、設定してから一

定期間が経過した「各支部で設定したコンピュータチェックルール」については、「本部のコンピュー

タチェックルールに取り込む」または「廃止」とする取扱い基準を策定しました。

■　この取扱い基準に基づき支部では、コンピュータチェックルールの妥当性・有効性を検証のうえ、

継続の可否を決定し、本部では、全国に実施した場合の影響調査を実施しながら、整理を進めてきま

した。

■　整理を開始した当時（平成29年10月）、約14万事例あった各支部で設定したコンピュータチェッ

クルールは、段階的に整理を進め、令和3年8月末にすべての整理を完了しました。

18月刊基金 October 2021



Topics

支部点検条件の取扱い基準
１　基本的な考え方

⑴　すべての支部点検条件は、審査結果の説明責

任が果たせるよう、算定要件や医学的根拠を含

む設定理由を明確化する。

⑵　すべての支部点検条件は、次の契機により設

定されたものに限る。

ア　再審査結果に対応した事例

イ　審査委員会から確認を依頼された事例

　ウ　�職員が効率的・効果的な審査事務を行うため、

　　全医療機関設定の候補として設定する事例

２　全医療機関設定の取扱い

⑴　すべての医療機関に適用できる登録事例は、

全医療機関設定とする。

⑵　全国統一的な審査が実施できる事例として、

最終的には本部コンピュータチェックに集約され

るものであること。

　　したがって、このことに留意し点検条件登録

事例検討委員会において、その妥当性・有効性

を検証し適切な登録・整理を行う。

　　なお、本部検証において、妥当性・有効性に

疑義が生じた登録事例については、支部あて連

絡するので、再検証の上、設定の廃止や条件の

見直しを行い、その結果を本部に報告する。

３　医療機関別設定の取扱い

⑴　特定の医療機関に限定することによって、全

医療機関設定より効率的・効果的にチェックで

きる登録事例は、医療機関別設定とする。

⑵　特定の医療機関に限定される事例は、文書連

絡等により当該医療機関に対して改善要請を行

うことを前提として、初回設定から6か月の時限

的な設定とする。ただし、改善されない場合は、

設定期間を延長し改善要請を継続する。

⑶　職員が効率的・効果的な審査事務を行うため、

全医療機関設定の候補として設定する事例は、一

時的に医療機関別設定での登録を可とするが、点

検条件登録事例検討委員会において、6か月以内

に全医療機関設定への移行又は廃止を決定する。

⑷　登録事例単位に全医療機関設定の不可理由を

明確にする。

⑸　毎月、本部において、定められた期間を超え

て存置していないか管理する。

参　考

主
な
取
組
内
容

平成30年  4月　取扱い基準の策定

　　　　　　　　・「支部点検条件の取扱い基準」を策定

平成30年  6月　整理方法の周知

　　　　　　　　 ・本部から支部への周知

平成30年10月　本部コンピュータチェックの取り込み（廃止）を開始

　　　　　　　　 ・�査定率の高いコンピュータチェックルールから本部のコンピュータチェック

ルールへ集約を開始

令和  3年  9月　各支部で設定しているコンピュータチェックルールの整理完了

月刊基金 October 202119



医
師
と
し
て

―
―
医
師
を
志
し
た
き
っ
か
け
は

　

高
校
時
代
は
文
系
志
望
で
し
た
が
、
３

年
生
の
と
き
に
十
二
指
腸
潰
瘍
を
起
こ
し

て
手
術
を
受
け
、
そ
の
と
き
に
お
世
話
に

な
っ
た
医
師
の
姿
を
見
て
、
医
学
部
に
入

り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
文

系
か
ら
理
系
に
い
き
ま
し
た
の
で
、
東
京

の
親
戚
の
家
に
下
宿
し
な
が
ら
予
備
校
に

通
っ
て
勉
強
し
、
地
元
の
岡
山
大
学
医
学

部
に
合
格
し
ま
し
た
。

　

専
門
は
膠
原
病
と
リ
ウ
マ
チ
で
、
透
析

の
専
門
医
で
も
あ
り
ま
す
。
岡
山
大
学
在

学
中
に
と
て
も
尊
敬
す
る
教
授
が
お
ら
れ

ま
し
て
、
膠
原
病
の
大
家
で
あ
る
教
授
の

講
義
に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
膠
原

病
や
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
を
診
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
医
師
と
し
て
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い

　

患
者
さ
ん
と
同
じ
目
線
に
立
ち
、
同
じ

方
言
を
使
っ
て
会
話
を
し
な
が
ら
診
療
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
自
分
自
身

が
病
気
に
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
医

師
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
患
者
さ
ん
の

力
に
な
れ
れ
ば
と
い
う
思
い
が
一
番
大
き

い
で
す
ね
。

―
―
印
象
に
残
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
れ
ば

教
え
て
く
だ
さ
い

　

私
が
高
知
県
立
中
央
病
院
の
内
科
に
勤

務
し
て
い
た
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
高
知

市
内
の
高
校
生
が
膠
原
病
で
入
院
し
て
き

ま
し
た
。
彼
は
足
を
切
断
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
よ
う
な
状
態
だ
っ
た
の
で
す
が
、

治
療
の
甲
斐
あ
っ
て
、
切
断
せ
ず
に
無
事

に
退
院
で
き
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、
彼
か
ら
「
高
校
を
卒
業
し
て

医
学
部
に
入
学
し
ま
し
た
。
三
宅
先
生
の

お
か
げ
で
、
医
師
に
な
る
道
が
で
き
ま
し

た
」
と
い
う
手
紙
を
も
ら
っ
た
と
き
に
は

本
当
に
う
れ
し
く
て
、
医
師
に
な
っ
て
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
手
紙
は
、

い
ま
も
自
宅
の
本
棚
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
彼
と
は
、
今
も
年
賀
状
の
や
り
取

り
を
し
て
い
て
、
現
在
40
歳
を
超
え
て
子

育
て
を
し
な
が
ら
、
他
県
で
医
師
を
し
て

い
ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と
は

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生
し
て
か

ら
、
社
会
全
体
が
大
き
く
変
わ
り
、
人
々

の
生
活
は
自
粛
ば
か
り
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

医
療
も
縮
小
し
て
い
ま
す
。
私
は
人
工

透
析
の
病
院
に
い
ま
す
が
、
透
析
患
者
さ

ん
も
、
な
か
な
か
身
動
き
が
と
れ
な
い
と

い
う
感
じ
で
す
ね
。
人
工
透
析
は
中
断
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
昼
も
夜
も
患
者
さ
ん
は

病
院
に
来
ま
す
。
そ
の
た
め
、
院
内
感
染

を
発
生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
病
院
で
は
努

力
を
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
収

束
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

厳
し
い
状
況
は
続
く
で
し
ょ
う
ね
。

審
査
委
員
長
と
し
て

―
―
審
査
委
員
に
な
っ
て
、
感
じ
て
い
る

こ
と
は

　

審
査
委
員
に
な
っ
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
診
療
科
の
先
生
方
と
の
お
付
き
合
い
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

高
知
県
は
、
審
査
委
員
が
三
十
数
名
と

少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
審
査
委
員
の
先

生
方
は
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

す
。
診
療
現
場
の
先
生
方
と
も
、
い
ろ
い

ろ
な
説
明
会
等
で
お
会
い
し
て
い
る
た
め

面
識
が
あ
り
、
や
り
や
す
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―
―
審
査
委
員
長
と
し
て
大
切
に
し
て
い

世
界
に
誇
る
医
療
保
険
制
度

こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
く

三
宅
　
晋　
高
知
県
社
会
保
険
診
療
報
酬
請
求
書
審
査
委
員
会 

審
査
委
員
長

審査委員長に伺いました。
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プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て

―
―
若
い
世
代
に
対
し
て
思
う
こ
と
は

　

高
知
の
県
民
性
は
、
頑
固
で
す
が
誠
実

で
、
あ
ま
り
人
間
関
係
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
職
員
の
方
も
そ
れ
ほ

ど
臆
さ
ず
に
、
年
の
離
れ
た
年
配
の
先
生

に
質
問
し
た
り
、
会
話
し
た
り
で
き
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
状
態
が
と
て
も
い
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
高
知
の
人
は
宴
会
が
好
き

で
、〝
ア
ル
コ
ー
ル
が
仲
介
す
る
社
会
〞
が

あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
以
前
は
、
職
員
の
方

た
ち
と
も
よ
く
懇
親
会
を
開
い
て
い
ま
し

た
の
で
、
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
た
ら
、
ま
た

そ
う
い
っ
た
席
を
設
け
て
、
若
い
人
た
ち

と
も
懇
親
を
深
め
た
い
で
す
ね
。

―
―
休
日
は
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま

す
か

　

も
う
少
し
若
い
頃
は
散
歩
を
し
た
り
、

山
に
行
っ
た
り
し
て
、
よ
く
歩
い
て
い
ま

し
た
が
、
い
ま
は
ほ
と
ん
ど
し
て
い
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、

自
宅
の
庭
で
、
い
ろ
い
ろ
な
草
花
を
育
て

る
こ
と
で
す
ね
。
芽
が
出
た
り
、
花
が
咲

い
た
と
き
に
写
真
を
撮
っ
て
、
知
人
に
見

せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

委
員
会
室
に
入
っ
て
こ
ら
れ
て
、
疑
義
の

部
分
に
つ
い
て
「
こ
れ
は
ど
う
し
ま
し
ょ

う
。
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
職
員
と
の

連
携
は
う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
医
療
保
険
制
度
に
つ
い
て
ご

意
見
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

新
し
い
医
療
が
ど
ん
ど
ん
出
て
く
る
の

で
、
ど
う
し
て
も
保
険
診
療
の
ル
ー
ル
の

ほ
う
が
遅
れ
た
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
新
し
い
医
療
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
保
険
診
療
の

中
に
入
れ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

　

最
新
の
医
療
が
保
険
外
の
状
態
を
続
け

る
と
、
せ
っ
か
く
の
医
療
保
険
制
度
が

ル
ー
ズ
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
は
新
し
い
医
療
を
望
む
場
合
が

多
い
の
で
、
最
新
の
医
療
が
保
険
外
の
ま

ま
で
は
、
患
者
さ
ん
の
負
担
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
い
う
こ
と
が
、

医
療
崩
壊
の
要
因
に
な
ら
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、
本
当
に
世

界
に
誇
る
べ
き
制
度
で
す
か
ら
、
や
は
り

こ
れ
か
ら
も
維
持
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

の
先
生
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

十
分
に
と
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
審
査
委
員
の
中
に
い
る
医
師
会
の
理

事
の
先
生
を
通
じ
て
、
開
業
の
先
生
方
に

も
審
査
に
つ
い
て
十
分
に
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

―
―
職
員
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

審
査
委
員
が
少
な
い
分
、
レ
セ
プ
ト
を

点
検
し
て
い
る
職
員
の
名
前
と
顔
を
知
っ

て
い
ま
す
し
、
親
し
く
会
話
も
で
き
て
い

ま
す
。

　

事
務
の
若
い
職
員
で
も
積
極
的
に
審
査

る
こ
と
は

　

医
療
行
政
の
根
幹
で
あ
る
審
査
の
場
で

は
、
け
じ
め
を
つ
け
る
よ
う
に
意
識
し
て

い
ま
す
。
審
査
委
員
の
先
生
を
通
じ
て
、

保
険
診
療
の
ル
ー
ル
は
こ
う
い
う
も
の
だ

と
い
う
こ
と
は
、
医
師
会
の
先
生
方
に
理

解
し
て
い
た
だ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
最
先
端
の
医
療
と
保
険
診
療
は
、

や
は
り
〝
畑
が
違
う
〞
の
で
あ
っ
て
、
医

療
保
険
制
度
の
中
で
は
、
先
端
の
医
療
で

あ
っ
て
も
、
保
険
診
療
の
ル
ー
ル
に
沿
っ

て
い
る
の
か
審
査
判
断
に
苦
労
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

―
―
差
異
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
こ
と
は

　

高
知
県
の
支
払
基
金
と
国
保
連
合
会
の

審
査
委
員
と
医
師
会
は
年
に
２
回
、
会
合

を
開
い
て
い
ま
す
。
医
師
会
か
ら
の
疑
義

や
、
支
払
基
金
と
国
保
連
合
会
の
考
え
方

が
違
う
事
項
に
つ
い
て
、
三
者
で
話
し

合
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
際
に
集
ま
る
会
合
は
減

り
ま
し
た
が
、
国
保
連
合
会
と
医
師
会
の

保
険
担
当
の
理
事
の
先
生
に
、
こ
の
事
例

を
検
討
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
っ
た
お
願

い
は
し
て
い
ま
す
。

　

私
と
し
て
は
、
審
査
委
員
会
と
医
師
会
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実
施
状
況
結
果
の
報
告
は

法
定
報
告
で
す

●
高
確
法
に
基
づ
き

　

支
払
基
金
が
行
う
業
務
（
図
表
１
）

　

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律

（
以
下
、「
高
確
法
」）
に
基
づ
き
、
保
険
者

は
支
払
基
金
に
対
し
、
毎
年
度
、
当
該
年

度
の
末
日
に
お
け
る
特
定
健
康
診
査
等
の

実
施
状
況
に
関
す
る
結
果
を
報
告
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
保
険
者
か
ら
の
特
定

健
康
診
査
等
の
実
施
状
況
に
関
す
る
結
果

デ
ー
タ
の
受
付
及
び
点
検
処
理
を
行
っ
た

後
、
国
へ
報
告
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
報
告
対
象

　

令
和
3
年
度
に
報
告
し
て
い
た
だ
く
対

象
者
に
つ
い
て
は
、
令
和
2
年
4
月
1
日

時
点
の
加
入
者
で
あ
り
、
令
和
2
年
度
中

に
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
年
齢
に
達
す
る

者
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
者
に
つ
い
て
は
、
報
告
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

•
令
和
２
年
度
途
中
に
お
け
る
加
入
又
は
、

脱
退
等
の
異
動
者

※
令
和
3
年
3
月
31
日
付
の
退
職
者
（
令
和
3
年

4
月
1
日
資
格
喪
失
）
に
つ
い
て
は
報
告
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
令
和
3
年
3
月
31
日
ま
で
に
75
歳
に
達
し
た
者

は
報
告
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

•
平
成
20
年
１
月
17
日
付
厚
生
労
働
省
告

示
第
３
号
に
定
め
ら
れ
た
、
下
記
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
保
険
者
が
確

認
で
き
た
（
確
認
書
類
が
保
険
者
に
て

保
管
し
て
あ
る
）
者

・
妊
産
婦 

（
妊
娠
中
の
者
又
は
出
産
後

１
年
以
内
の
者
）

・
刑
事
施
設
、
労
役
場
そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
施
設
に
拘
禁
さ
れ
て
い
る

者
・
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
者

・
病
院
又
は
診
療
所
に
６
月
以
上
継
続

し
て
入
院
し
て
い
る
者

・
高
確
法
第
55
条
第
１
項
第
２
号
か
ら

第
５
号
ま
で
に
規
定
す
る
施
設
に
入

居
又
は
入
所
し
て
い
る
者
（
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
）

●
報
告
方
法

　

オ
ン
ラ
イ
ン
又
は
電
子
媒
体
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ

–
Ｒ
、
Ｃ
Ｄ
–
Ｒ
な
ど
）
に
て
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
電
子
媒
体
で
提
出
し
て
い
た
だ

く
場
合
は
、
匿
名
化
前
の
デ
ー
タ
を
暗
号

化
処
理
し
た
上
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
報
告
期
日

　

令
和
3
年
度
に
お
い
て
は
、
令
和
3
年

11
月
1
日
（
月
）
と
な
り
ま
す
。

　

提
出
し
て
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
の
不
備

等
に
よ
り
、
保
険
者
に
お
い
て
修
正
・
再

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
も
っ
て
ご
提
出

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

提
出
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

●
昨
年
度
か
ら
の
主
な
変
更
点

•
受
診
者
情
報
の
記
録

　

法
定
報
告
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
特
定
健

康
診
査
情
報
を
支
払
基
金
に
お
い
て
処
理

し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
用
い
た
本
人
閲

覧
用
に
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
際
、
閲
覧
す
る
特
定
健
康
診
査
情
報

を
本
人
に
紐
付
け
る
た
め
、
保
険
者
番
号
、

被
保
険
者
証
等
記
号
、
被
保
険
者
証
等
番

号
及
び
枝
番
を
記
録
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

•
住
所
情
報
の
記
録

　

対
象
者
の
住
所
地
（
原
則
は
、
特
定
健

康
診
査
を
受
診
し
た
時
点
で
の
住
所
地
と

な
り
ま
す
）
の
住
所
（
特
定
健
康
診
査
の

み
）
及
び
郵
便
番
号
を
記
録
す
る
こ
と
と

　保険者におかれては、支払基金に対して、毎年度、当該年度の末日における特定健康診査等の実施状
況に関する結果（法定報告）を翌年度の11月１日までに報告することとされています。
　報告期限を控え、報告にあたってのチェックポイント等をお知らせいたします。

特定健康診査等の
実施状況結果報告に関する

ご案内

22月刊基金 October 2021



保険者 支払基金

受付・点検処理
ナショナル
データベース
（NDB）

特定健診・保健指導
実施データ

実績報告データ 実績報告データ

すべてのデータを受付完了後、
受領書でお知らせします。

点検処理でエラーがあった場合、
連絡書でお知らせします。

集計

項目抽出ツール※

実績報告データ

復号化

匿名化・報告

（修正後再提出）

電子媒体による提出

オンラインによる提出

実績報告データ
受領書

実績報告受付
エラー連絡書

オンライン資格確認
等システム

（資格確認・登録）

登録完了後、受領書で
お知らせします。

資格確認で不一致があった場合、
連絡書でお知らせします。

マイナポ
ータル等
での閲覧

①受付エラー

②資格誤り

特定健診データ
受領書

資格確認結果
連絡書

特定健診情報のみ

暗号化

●国保連合会を
経由する場合
は、従来の流
れと同様

●特定健康診査等の実施状況結果報告に係る業務の流れ（図表1）

※項目抽出ツールは、国が配布しているソフトウェア。

提出時のエラー事例
⃝健診実施機関名称が記録されていない。

⃝実施区分コードを誤っている。
➡匿名化前については実施区分コード「5」で記

録してください。

⃝検査値が正しく記録されていない。
➡ＨＤＬコレステロールや赤血球数などは整数で

記録してください。

⃝医師の判断が記録されていない。
　➡医師の診断（判定）は必須項目となっています。

⃝資格確認エラーが発生している。
➡中間サーバに登録されている①保険者番号、

②被保険者証等記号、③被保険者証等番号、
④枝番、⑤生年月日のデータと不一致になって
いることが考えられます。記録方法を含めてご
確認願います。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

保
険
者
が
委
託
に
よ
り
特
定
健
康
診
査

を
実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
委
託
先

機
関
か
ら
保
険
者
が
そ
の
結
果
を
受
領
す

る
際
に
、
各
機
関
に
お
い
て
受
診
者
の
住

所
や
郵
便
番
号
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
ま
ま
提
出
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
委
託
先
機
関
が
利
用
者
の
住
所

等
を
管
理
し
て
い
な
い
場
合
や
、
保
険
者

自
身
で
特
定
保
健
指
導
を
実
施
し
た
場
合

は
、
① 

特
定
健
康
診
査
の
結
果
に
記
録
さ

れ
て
い
る
郵
便
番
号
を
使
用
、
② 

保
険
者

に
お
い
て
管
理
し
て
い
る
加
入
者
の
住
所

情
報
を
用
い
る
か
、
あ
る
い
は
受
診
者
本

人
か
ら
収
集
し
記
録
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

実
施
結
果
を

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で

閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

●
随
時
提
出
等
に
関
す
る

　

業
務
の
概
要
（
図
表
２
）

　

保
険
者
は
、
医

療
保
険
制
度
の
適

正
か
つ
効
率
的
な

運
営
を
図
る
た
め

の
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
に
よ
る
改

正
後
の
健
康
保
険

法
及
び
国
民
健
康

保
険
法
の
規
定
に

よ
り
、
特
定
健
康
診
査
の
実
施
に
係
る
被

保
険
者
等
に
係
る
情
報
の
利
用
又
は
提
供

に
関
す
る
事
務
を
支
払
基
金
に
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

支
払
基
金
で
は
、
保
険
者
か
ら
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
の
特
定
健
康
診
査
情
報
の
閲

覧
等
を
可
能
と
す
る
た
め
に
随
時
提
出
さ

れ
る
特
定
健
康
診
査
情
報
（
X
M
L
デ
ー
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（XMLデータ）

被用者保険

※随時提出

作成

確認・修正後
再提出

※保険者間引継ぎ

特定健診情報
（XMLデータ）

特定健診情報

医療機関

支払基金 オンライン
資格認証等
システム

（支払基金・国保中央会）

国保
国民健康保険

マイナポータル
（本人）

医療機関

特定健診情報
（XMLデータ）

特定健診情報
（XMLデータ）

受領書

エラー連絡書
資格確認結果連絡書

受付・点検
資格確認処理

受付・提供

特定健診情報
の蓄積

特定健診情報特定健診情報
の蓄積

点検処理でエラー
や資格誤りがあっ
た場合、連絡書で
お知らせします。
（PDF,CSV）

受付完了後、受領
書でお知らせしま
す。（PDF,CSV）

保険者のリクエス
トに従い、特定健診
情報を抽出します。

提出

格納

閲覧

格納

オンライン

オンライン

照会・抽出

ダウンロード

リクエスト

特定健診情報特定健診情報
（XMLデータ）

保険者

●特定健康診査情報等の随時提出等に関する業務の流れ（図表2）

タ
）
の
受
付
及
び
点
検
処
理
を
行
い
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
シ
ス
テ
ム
へ
格
納

す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
情
報
の
保
険
者

間
引
継
ぎ
に
関
す
る
照
会
の
受
付
及
び
提

供
に
関
す
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
提
出
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

●
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
シ
ス
テ
ム
の
利
用

　

 （
図
表
３
・
４
）

　

保
険
者
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
へ
の
特
定
健
康
診
査
情
報
登

録（
閲
覧
用
フ
ァ
イ
ル
の
送
信
）
に
つ
い
て

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
み
実
施
可
能
で
す
。

　

ま
た
、
特
定
健
康
診
査
情
報
の
保
険
者

間
引
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
紙

及
び
電
子
媒
体
（
加
入
者
の
同
意
が
必

要
）
に
加
え
て
オ
ン
ラ
イ
ン
（
加
入
者
の

同
意
が
不
要
）
で
の
実
施
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、現
在
、特
定
健
康
診
査
等
業

務
に
つ
い
て
、
支
払
基
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン

請
求
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
い
な
い
保
険

者
が
こ
の
仕
組
み
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

当
該
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
の
届
出

を
行
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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機能 電子媒体 オンライン 備考

決済業務（各月）※ ○ ○ オンラインの場合、特定健診等データ（月3
回）及び請求関係帳票の取得が適宜可能

実績報告の提出（年1回） ○ ○
電子媒体で提出の場合に支払基金から郵送さ
れる受領書・エラー連絡書等は、オンライン
の場合即時取得が可能

特定健診情報の随時提出 × 〇 オンライン資格確認等システムの活用にあ
たってはオンラインでのみ実施可特定健診情報の保険者間引継ぎ × 〇

●利用開始までの流れ（図表4）

保険者

利用開始

支払基金

●電子媒体とオンラインとで運用可能となる業務の違い（図表3）

※費用決済業務については、集合契約において支払基金を代行機関として利用している保険者のみ

※オンライン請求ネットワークへの接続及び利用に
あたっての環境は、レセプト業務に使用するオ
ンライン請求用端末がご利用いただけます。

③申請の翌月5日
以 降 にIDとパ
スワードを発行

①各月の20日
までに申請

④ログインID・パスワー
ド、及びセットアップ
用CDを郵送

　（翌月10日頃）

②利用登録

⑤オンライン請求
用端末にセット 
アップ

●参考資料（厚生労働省ホームページ）

［保険者が社会保険診療報酬支払基金に提出する特定健康診査等の実施状況に関する結果に係る記録の
様式及びオンライン資格確認等システムへの登録に係る特定健康診査情報に係る記録の様式について］
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000795642.pdf

［保険者が社会保険診療報酬支払基金等に随時提出する特定健康診査情報等について］
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000617737.pdf

 ［保険者が社会保険診療報酬支払基金に提出する令和 2年度以降に実施した特定健康診査等の実施状
況に関する結果について］
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000617635.pdf

［特定健康診査及び特定保健指導の記録の写しの保険者間の情報照会及び提供について］
 https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000755335.pdf

［特定健康診査・特定保健指導の円滑な実施に向けた手引き（第 3.2 版）］
https://www.mhlw.go.jp/content/12400000/000735512.pdf

早期提出にご協力をお願いします
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1

2

　原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律（原爆被爆者援護法）にもとづく公費負担医療です。被爆者健康手
帳を持つ原爆被爆者に対して、原爆症の認定疾病に対する医療と認定疾病以外に対する医療について、必要な医
療の給付を行います。
　原子爆弾被爆者の医療等に関する法律（旧原爆医療法）は廃止され、平成７年７月１日から原子爆弾被爆者に対
する援護に関する法律が施行されました。国は、被爆者の健康の保持及び増進並びに福祉の向上を図るため、都道
府県並びに広島市及び長崎市と連携を図りながら、被爆者に対する援護を総合的に実施しています。

原子爆弾被爆者に対する医療

被爆者認定と原爆症認定

●被爆者認定　被爆者であることの認定。都道府県知事から「被爆者健康手帳」が交付される。
　原爆被爆者援護法に定める被爆者とは、つぎに該当する者で被爆者健康手帳が交付されたものをい
います。
　１）原子爆弾が投下された際に広島市若しくは長崎市の区域内または政令で定めるこれらに隣接す
る区域内で直接被爆した者、２）原爆投下後２週間以内に救援活動、医療活動、親族探し等のために、
広島市内または長崎市内（爆心地から約２㎞の区域内）に立ち入った者、３）被災者の救護等原子爆
弾が投下された際、またはその後において、身体に原子爆弾の放射能の影響を受けるような事情の下
にあった者、４）これらに該当した者の胎児であった者（広島は昭和21年5月31日まで、長崎は昭和
21年6月3日までに生まれた者）

●原爆症の認定　病気やけがが、原子爆弾の放射線の傷害作用によるものであり、現に治療を要する
状態にあるということの認定。疾病・傷害ごとに厚生労働大臣により認定され、「原爆症認定書」
が交付される。
　原爆症は、原子爆弾の傷害作用に起因して負傷し、または疾病にかかり、現に医療を要する状態に
ある場合、または当該負傷または疾病が原子爆弾の放射能に起因するものでないときは、その者の治
癒能力が原子爆弾の放射能の影響を受けているため現に医療を要する状態にある場合に限られます。
代表的な疾病として、悪性腫瘍（固形がんなど）、白血病、副甲状腺機能亢進症、心筋梗塞、甲状腺
機能低下症、慢性肝炎・肝硬変、放射線白内障などがあります。認定書を交付された者を「認定被爆者」
といい、上記の被爆者認定とは異なります。

認定疾病医療（法第10条）　【法別番号１８】

　被爆者健康手帳を持つ原爆被爆者について、原爆症の認定疾病にかかる医療に対して、厚生労働大
臣の指定を受けた「原爆被爆者指定医療機関（病院、診療所、薬局及び訪問看護ステーション等）」
が医療の給付を行います。指定医療機関では、「被爆者健康手帳」と「原爆症認定書」を確認します。
認定疾病以外の疾病等については、下記の一般疾病医療が給付を行います。

●患者負担なし、全額公費負担
　患者負担はありません。認定疾病に対する医療費について、全額公費が負担します。

◆認定疾病医療のしくみ
　公費優先公費です。認定疾病医療のみの場合は、公費単独として全額を支払基金に請求します。

公費負担医療制度のしくみ

10
法別番号 18　認定疾病医療／ 19　一般疾病医療

原爆・認定疾病医療　100％
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3

事例

一般疾病医療（法第18条）　【法別番号１９】

　被爆者健康手帳を持つ原爆被爆者について、認定疾病以外の医療に対して、都道府県知事の指定を
受けた「被爆者一般疾病医療機関（病院、診療所、薬局及び訪問看護ステーション等）」が医療の給
付を行います。指定医療機関では、被保険者証等及び「被爆者健康手帳」を確認します。

●一般疾病医療の範囲
　下記のものを除き、保険診療の範囲が対象です。認定疾病にかかるものについては認定疾病医療が
給付を行いますので、除かれます。

●患者負担なし、患者負担分を全額公費が負担
　患者負担はありません。患者の一部負担金及び入院時食事療養費等の標準負担額について公費が負
担します。

◆一般疾病医療のしくみ
　医療保険優先で、医療保険で給付した残りが公費負担の対象になります。医療機関は、医療保険の
対象となる医療費と一般疾病医療費をあわせて、支払基金に請求します。生活保護受給者については
一般疾病医療が全額負担し、公費単独として支払基金に請求します。

【除外となるもの】
・遺伝性疾病　
・先天性疾病　

・被爆以前に発症した精神病
・かるい虫歯

医療保険（療養の給付）　70％ 原爆・一般疾病医療　30％

●外来における原爆・一般疾病医療で、一般の健康保険の加入者（３割負担）、総医療費が300,000円
の場合であって、高額療養費が現物給付された例です。

【参考】
・原子爆弾被爆者に対する医療（一般疾病医療）において、高額療養費の現物給付は、一律の限度額
〔80,100円＋（医療費－267,000円）×1％〕にもとづき行われます。

×0.7
210,000 医療保険

300,000

90,000

9,570

総医療費（円）

×0.3 80,430

80,430 公費①（原爆一般）

0

医療保険（高額療養費）

（公費負担限度額） 患者

※80,100円＋（300,000円－267,000円）×0.01

療
養
の
給
付

保
　
険

　　　　　　請　求　　　　　　 点

　　　　30,000

　　　　　　※決定　　　　　 点 　　　　　一部負担金額　　　　  円

公
費
①
公
費
②
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支払基金の人事異動

●令和3年9月13日付

新職名	 	 前職名	
本　部　審査統括執行役　 渡辺　真俊 厚生労働省大臣官房付

●令和3年9月2日付

新職名	 	 前職名	

本　部　情報化企画部長　 合田　 悠 厚生労働省雇用環境・均等局有期・短時間労働
課多様な働き方推進室長

●令和3年9月14日付

退職・退任等	 	 前職名	
辞　職　 上田　尚弘 情報化企画部長

新職名	 	 前職名	
本　部　医療情報化推進役 日原　知己 厚生労働省大臣官房年金管理審議官
　〃　　共同開発執行役 武藤　憲真 厚生労働省参事官
　〃　　経営企画部付 須田　俊孝 厚生労働省保険局総務課長

●令和3年9月15日付

オンライン請求に関するシステム利用者の支援として、次のとおりフリーダイヤルを設置しています。
※電話をおかけの際は、番号をご確認いただき、発信願います。

ネットワークサポートデスク
フリーダイヤル：0120-220-571
1日から4日、11日から月末
　…9時から17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
5日から7日
　…8時から21時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
8日から10日
　…8時から24時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
注記：年末年始（12月29日から1月3日）を除く

特定健診・保健指導決済システム
ヘルプデスク

フリーダイヤル：0120-109-957
1日から月末
　…9時から17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
注記：年末年始（12月29日から1月3日）を除く

オンライン請求システムヘルプデスク
フリーダイヤル：0120-60-7210
5日から7日、11日、12日
　…8時から21時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
8日から10日
　…8時から24時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を含む
13日から月末
　…9時から17時　休日（土曜日、日曜日及び祝日）を除く
注記：年末年始（12月29日から1月3日）を除く

ネットワーク回線 特定健診・保健指導決済システム

オンライン請求システム

オンライン請求に関するお問い合わせ先

その他のオンライン請求に関するお問い合わせ

社会保険診療報酬支払基金　本部
システム部　基盤ネットワーク課
電話：03-3591-7116（直通）
電話：03-3591-7117（直通）

9時から12時、13時から17時
（土曜日、日曜日、祝日及び年末年始（12月29日から1月3日）を除く）

注記：届出、レセプトの請求に関するお問い合わせは、最寄りの支払
基金支部へお願いします

電話番号のおかけ間違いに
ご注意ください

28月刊基金 October 2021



information
理事会開催状況

プレスリリース発信状況

 8月  2日 令和3年5月診療分の確定金額は対前年同月伸び率で17.6%増加　～対前々年同月伸
び率は3.0%増加～

 8月31日　 8月定例記者会見を開催

議　題

　１　支払基金改革の進捗状況

２　報告事項

⑴　支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）の公表（第7回）

⑵　オンライン資格確認の本格運用に向けた現在の状況

３　定例報告

⑴　令和3年6月審査分の審査状況

⑵　令和3年7月審査分の特別審査委員会審査状況

支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）新着状況（抜粋）

 8月  2日 支部情報（各支部ページ）において「お知らせ」「診療報酬確定状況」「管掌別診療報

酬等確定状況」を更新

 統計情報に確定状況及び収納状況を追加

 統計月報を掲載

 医科電子点数表テーブル及び歯科電子点数表テーブルを更新

 基本マスター（医科診療行為）を更新

 8月  4日 レセ電通信（医科・DPC、歯科、調剤）を掲載

 8月  6日 保険者の異動について（2021年7月分）を掲載

 8月10日 月刊基金「令和3年8月号」を掲載

 8月11日 令和2年度診療報酬改定関係通知を掲載

 新型コロナウイルス感染症に関するお知らせを更新

 8月18日 受付・事務点検ASPに係るチェック一覧を掲載

 8月25日 「オンライン又は光ディスク等による請求に係る記録条件仕様（DPC用）（令和2年4

月版）」を更新しました

 8月31日 「支払基金における審査の一般的な取扱い（医科）（第7回）」を公表

 8月理事会は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から書面開催としました。議題は次のとお
りです。



月刊基金2021年10月 定  価 250 円
（税・送料込）

発行日／令和 3 年 10 月 10 日
発　行／社会保険診療報酬支払基金　東京都港区新橋 2-1-3　03（3591）7441   https://www.ssk.or.jp/

社会保険診療報酬支払基金 本部 経営企画部 企画広報課
TEL：03-3591-7441　9時〜 17時30分（土、日、祝日、年末年始を除く）

メールアドレスの登録は次のいずれかの方法によりお願いします。
登録方法は、支払基金ホームページでもご案内しています。
支払基金ホームページ（https://www.ssk.or.jp/）トップページ→広報誌・メルマガ→「支払基金メールマガジン」のご案内

保険者等
（保険者団体を含む）へ

配信している情報
　レセプトデータおよび請求
関係帳票データがオンライン
請求システムからダウンロー
ド可能になったという情報

空メールによる登録方法 Web上の登録ページからの登録方法 
メールの宛先を右の２次元バーコードから読
み込み、空メールを送信します。
または、宛先欄に次のアドレスを直接入力し、
空メールを送信します。
空メールの送信先：toroku@mail.ssk.or.jp

アクセス先を右の２次元バーコードから読み
込み、ブラウザよりWebページにアクセス
し、登録するメールアドレスを入力します。
返信メールに記載されている登録フォームへ
アクセスし、必要な項目をご入力ください。

医療機関等
（診療担当者団体を含む）へ

配信している情報
　返戻レセプトデータ、増減点
連絡書データおよび振込額明細
データ等がオンライン請求シス
テムからダウンロード可能にな
ったという情報

　ドメイン指定受信等を設定されている場
合、返信メールが届かない場合がありま
す。

「ssk@mail.ssk.or.jp」からのメールを受信できる
ように設定する必要があります。

　配信されているメールに掲載されている 
「登録内容の変更」でメールアドレスの
変更はできません。

お手数ですが、現在登録しているアドレスを配信
停止手続き後に、変更後のアドレスを新規登録願
います。　

　メールマガジンに掲載のリンク先は、支
払基金ホームページ（https://www.ssk.
or.jp/）へ移行するよう設定しているた

め安全です。
（※診療報酬情報提供サービスについては、厚生労働省が運用する
ホームページ（http://www.iryohoken.go.jp/）をご案内しています。）

　登録された情報は厳正に管理し、IP制限
や、二要素認証機能などのアクセス制御
機能を付加することにより、不正アクセ

スを遮断し、情報漏えいのリスクから守っていま
す。　

保険者・医療機関等共通の配信情報
①オンライン請求システム等に障害が発生
した場合の緊急連絡
②電子レセプトの記録条件仕様、レセ電の
基本マスターおよび電子点数表が更新さ
れたという情報
③厚生労働省から連絡文書（疑義解釈、保
険適用等）が発出されたという情報

登録方法

Q&A（よくあるお問い合わせ）

支払基金メールマガジンに
関するお問い合わせ先

支払基金メールマガジンでは以下の情報をインターネットメールで提供しています。

A1

A3

A2

A4

支払基金

支払基金メールマガジンのご案内 もう登録は
お済みですか？

Q2
登録しているメールアドレスを
変更できますか。

Q4
メールマガジンに掲載してある
リンク先は安全ですか。Q3

登録するメールアドレス等の
情報漏えいが心配です。

Q1
登録メールを
送信したのですが、
返信メールが届きません。
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